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１．はじめに  

ガラス繊維強化ポリエチレン管（PE-GF 管）は，製管成

形条件により管周方向および管軸方向それぞれの曲げ特性

を制御できる．したがって，不整形地盤での不同沈下があ

っても，管周方向の内外圧強さを保持したまま，不等な地

盤変状に追従することが期待できる．PE-GF 管の長期性能

は，ISO 1167-1，ISO 1167-2 および ISO 9080 に規定され

る熱間内圧クリープ試験（参照 Fig.1）で明らかにされて

いる．当該試験は，PE-GF 管の最小口径で行われており，

その製管成形条件によって口径毎に巻付角度が異なっている．そのため，口径差による長期性能を

明らかにしておく必要がある．そこで，口径の異なる PE-GF 管の環剛性試験を行い曲げ弾性率の

観点からガラス配向による影響を明らかにする． 

２．試験の概要 

ISO 9969に規定され，Fig.2 に示す環剛性試験を行った．供試体は内径 200～2200mmまでとし，

試験条件は Table.1 にまとめた．なお，環剛性及び曲げ弾性率は下式(1)及び(2)による． 

 ･･･ (1)  ･･･ (2) 

ここで， ：環剛性 (kN/m2)  ：曲げ弾性率 (MPa) 

：断面二次モーメント (m4/m)  ：管厚中心半径 (m) 

：荷重 (kN/m) ：変位 (m)  ：内径 (m) 

  

 

内径 GF 配向角 SIDR 
長さ 

[mm] 

圧縮速度 

[mm/min] 

曲げひずみ速度 

[min-1] 
数量 

200 81.0 28.5 100 10 0.05 3 

600 86.7 25.0 300 10 0.02 3 

900 87.8 27.7 300 27 0.03 3 

1500 88.7 27.1 300 45 0.03 3 

1800 88.9 31.5 360 54 0.03 3 

2200 89.1 29.0 440 66 0.03 3 
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Table.1 試験条件 

Test parameter 

Fig.1 熱間内圧クリープ試験結果 

Long-term hydrostatic strength test 

Fig.2 環剛性試験方法 

Ring stiffness test method 
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３．結果 

1) 荷重－変位曲線 

内径の異なる 6口径の荷重－変位曲線をFig.3

に示した．縦軸は単位長さ当たりの荷重値

（kN/m）を示し，横軸は内径を基準とするた

わみ量（%）を示した．初期の弾性変形は口径

拡大に伴い大きくなっていることがわかる．こ

れらは巻付押出成形の理論に整合しておりガ

ラス繊維の配向角と同じ傾向にある．なお，

20%程度のたわみ量では座屈変形するものは

見られなかった． 

2) 曲げ弾性率            

口径と曲げ弾性率の関係を Fig.4 に示す．

縦軸は，式(2)から求められる曲げ弾性率の

平均値を示し，横軸は内径を示した．また

赤線（2,500MPa）は管周方向曲げ弾性率

の設計値を示す．この結果，口径の拡大に

伴い曲げ弾性率が大きくなる傾向が見られ

た．最も小さい値を示した内径 200mm に

対し，内径 2200mmではおよそ 1.3 倍程度

の曲げ弾性率であることがわかる． 

４．まとめ 

Fig5.に JIS K 6799-2 に示す引張試験（管周

方向）の結果を示した．これら総括した結果，

管周方向の剛性は口径と比例することが明ら

かとなった．したがって PE-GF 管の長期性

能を評価した熱間内圧クリープ試験は，最も

小さな弾性率を持つ管で評価され，PE-GF 管

の長期性能としては，すべての口径に対して

最小の要求強度を明らかにしたと考えること

ができる． 
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Fig.3 荷重－変位曲線 

Force and deflection curve 

Fig.4 曲げ弾性率結果 

Flexible modulus  

Fig.5 引張試験結果（管周方向） 

Tensile strength test (Circumferential direction)  
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